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何だか胸が痛い…咳が出る…コロナか？…なんて言っていたら、家族から「アレルギーの

薬、飲んでる？」…ああ、そうか季節の変わり目の喘息か…そんな時期になったのを忘れて

いました。で、薬を飲んだら翌朝はぴたっと止まっていました。やれやれ…。 

 

夏休み前からお伝えしていた昇降口前広場のケヤキの木と先週末、ついにお別れというこ

とになり、業者さんにきれいに伐採していただきました。月曜日の朝には、私も含め職員一

同、ああなくなっちゃった…と、あったはずの大きな木の姿が見えなくなって一瞬呆然とし

た感じでした。子どもたちも「あれ？」と空を見上げたり、切り株の周りのベンチに座った

りして、いつもと違う様子を感じているようでした。驚いたのは空が急に大きく広がったよ

うに見えることです。学校創立当時もこんな様子だったのかもしれません。それだけあのケ

ヤキの木は大きかったんですね。長い間、この広場の真ん中で子どもたちや学校を見守り、

支えてくれていたその大きさをあらためて感じます。切り株の直径は６０Cmほどありまし

た。わかっていたこととはいえ、何だかとても寂しい思いがするのは私だけではないと思い

ます。じゃあ、切らなきゃよかったのに…ですが、そうすると今度は台風とか大雨とかのと

きにどうなるか…なので、一区切りさせていただきました。そんな中、印象的だったのは、

何人かの子どもたちが切り株を見つけて、その上に立ったことです。子どもたちは高いとこ

ろでポーズをとってみたかったのかもしれませんが、私にはまるでケヤキの木が「わたしの

かわりにあなたたちが大きくなりなさい」と子どもたちに未来を託したかのような、そんな

風に見えました。大きくなれ、本郷の子どもたち。 

 

 

 

 

 

 

 

そうこうしているうちに、用務員さんがこの切り株を使って、なんと素敵なテーブルを作

ってくださいました。今度はこのテーブルの周りに子どもたちが集まってくれることでしょ

う。本郷の新しいシンボルにもなりそうです。ケヤキさん、 

よかったですね。 

 

※10月 4日より通常の下校時間での授業となります。夏休 

み明けからご迷惑やご心配をおかけして参りましたが、校内 

で感染拡大等なく過ごせたのはご家庭のご協力のおかげです。 

心より感謝申し上げるとともに今後ともよろしくお願いいたします。 

きれいになくなりました 広がった青空 切り株です 

なんと！テーブル！ 


